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第
一
節

大
洲
城
天
守
に
つ
い
て

一

近
世
城
郭
の
歴
史
と
大
洲
城

日
本
の
城
郭
は
古
代
ま
で
遡
る
長
い
歴
史
が
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
に
城
と
い
う

言
葉
か
ら
連
想
す
る
天
守
や
高
い
石
垣
を
そ
な
え
た
城
郭
の
出
現
は
、
戦
国
時
代
末

の
こ
と
で
あ
る
。

天
守
の
起
源
に
関
し
て
は
諸
説
が
あ
る
。
現
在
残
さ
れ
て
い
る
同
時
代
史
料
の
中

で
、
天
守
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
最
も
古
い
史
料
は
元
亀
年
間
（
一
五
七
○
〜
一
五
七

二
）
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
遡
る
永
禄
年
間
（
一
五
六
〇
年
代
）
に
は
、

天
守
と
呼
ば
れ
る
に
相
応
し
い
建
物
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、
天
守
の
出
現
時
期
は
お

お
よ
そ
こ
の
頃
と
考
え
て
も
良
か
ろ
う
。
降
っ
て
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
か
ら
築

造
が
始
ま
っ
た
織
田
信
長
の
安
土
城
天
守
（
図
版
一
）
は
、
外
観
五
層
、
内
部
は
地

階
を
入
れ
て
七
階
建
て
の
本
格
的
な
天
守
で
あ
っ
た
。
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
に

焼
失
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
数
年
の
存
在
な
が
ら
、
天
守
の
始
ま
り
を
安
土
城
天
守
と

す
る
伝
聞
が
多
く
存
在
す
る
事
か
ら
、
そ
の
重
要
性
が
窺
え
る
。
ま
た
安
土
城
は
天

守
台
や
各
曲
輪
を
高
い
石
垣
を
も
っ
て
築
い
て
お
り
、
そ
の
点
で
も
同
時
代
の
他
の

城
郭
と
一
線
を
画
す
存
在
で
あ
っ
た
。

信
長
の
死
後
、
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
は
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
か
ら
大
坂
城

天
守
（
図
版
二
）
を
築
造
す
る
。
大
坂
城
天
守
は
外
観
五
層
、
内
部
は
地
階
を
入
れ

て
八
階
建
て
の
天
守
で
、
信
長
の
後
継
者
た
る
秀
吉
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
建
物
で
あ
っ

た
。
秀
吉
は
そ
の
軍
事
力
を
背
景
に
、
信
長
が
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
天
下
統
一

を
強
力
に
推
し
進
め
る
。
秀
吉
は
新
た
な
支
配
地
に
お
い
て
、
旧
支
配
層
の
城
郭
を

廃
城
に
す
る
一
方
、
領
国
経
営
に
重
要
な
城
郭
の
築
城
と
整
備
を
行
い
、
天
守
や
櫓

な
ど
の
建
築
と
石
垣
を
有
す
る
城
郭
が
各
地
に
築
か
れ
た
。
天
正
十
三
年
（
一
五
八

五
）
六
月
に
は
四
国
へ
出
兵
し
、
八
月
に
は
四
国
全
域
を
平
定
し
た
。
こ
こ
に
、
大

洲
城
の
近
世
城
郭
と
し
て
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
。
新
た
な
支
配
者
と
し
て
大
洲
城
に

入
城
し
た
小
早
川
氏
、
戸
田
氏
、
藤
堂
氏
ら
に
よ
っ
て
大
洲
城
は
中
世
城
郭
か
ら
近

世
城
郭
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
。

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
豊
臣
秀
吉
が
亡
く
な
る
と
、
関
ヶ
原
の
合
戦
で
勝
利

を
収
め
た
徳
川
家
康
が
新
た
な
天
下
人
と
し
て
力
を
振
る
う
よ
う
に
な
る
。
慶
長
十

一
年
（
一
六
〇
六
）
に
は
徳
川
将
軍
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
江
戸
城
天
守
（
図
版
三
）

の
築
造
に
着
手
し
た
。
こ
の
天
守
は
外
観
五
層
、
内
部
は
地
階
を
入
れ
て
六
階
の
天

守
で
、
高
さ
は
五
〇
メ
ー
ト
ル
近
い
巨
大
な
天
守
で
あ
っ
た
。
慶
長
年
間
（
一
五
九

六
〜
一
六
一
四
）
は
、
全
国
に
天
守
が
幾
つ
も
造
ら
れ
、
近
世
城
郭
に
お
け
る
天
守

築
造
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
。
現
存
す
る
天
守
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
姫
路
城
天

守
（
図
版
四
）
も
こ
の
時
期
に
造
ら
れ
た
天
守
で
あ
る
。

し
か
し
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
大
坂
夏
の
陣
に
よ
っ
て
豊
臣
氏
が
滅
ん
だ

後
、
状
況
は
一
変
し
た
。『
一
国
一
城
令
』
や
『
武
家
諸
法
度
』
に
よ
っ
て
、
城
郭
は

幕
府
の
管
理
下
に
お
か
れ
城
郭
の
修
理
さ
え
届
出
が
必
要
と
な
っ
た
。
大
洲
城
も
例

外
で
は
な
い
。
版
籍
奉
還
ま
で
大
洲
藩
主
で
あ
っ
た
加
藤
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
絵

図
の
中
に
幕
府
へ
届
け
出
た
修
理
願
い
を
ま
と
め
た
絵
図
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
堀

の
底
さ
ら
い
に
至
る
ま
で
、
幕
府
に
申
請
し
そ
の
許
可
を
得
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、

城
郭
統
制
の
実
態
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
近
世
城
郭
の
歴
史
は
大
き
な

転
機
を
迎
え
た
。
こ
れ
以
降
城
郭
は
そ
の
維
持
管
理
が
中
心
と
な
り
、
新
規
の
築
城

は
ご
く
少
数
の
例
外
を
除
い
て
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

大
洲
城
は
、
肱
川
の
ほ
と
り
の
小
高
い
丘
（
地
蔵
ヶ
岳
）
を
中
心
に
造
ら
れ
て
い

る
。
丘
の
北
東
斜
面
は
急
峻
で
直
下
を
肱
川
が
流
れ
て
お
り
、
天
然
の
要
害
を
成
し
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て
い
る
。
城
は
丘
の
上
を
本
丸
と
し
、
中
腹
か
ら
麓
に
か
け
て
本
丸
を
半
ば
囲
う
よ

う
に
、
藩
主
の
御
殿
や
大
洲
藩
の
藩
政
の
中
枢
を
担
う
施
設
の
あ
る
二
の
丸
が
あ
る
。

二
の
丸
の
南
と
西
側
に
は
内
掘
を
隔
て
て
重
臣
た
ち
の
屋
敷
が
並
ぶ
三
の
丸
が
あ
る
。

三
の
丸
の
東
端
に
は
大
手
門
を
、
南
端
に
は
搦
手
門
を
設
け
、
こ
れ
ら
が
大
洲
城
の

主
な
出
入
り
口
と
な
っ
て
い
る
。
三
の
丸
と
城
外
と
は
外
堀
と
小
高
い
丘
の
嶺
線
に

巡
ら
し
た
塀
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
る
。

主
な
城
下
町
は
城
の
東
側
の
肱
川
と
山
に
挟
ま
れ
た
地
に
営
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

東
端
に
は
肱
川
の
渡
し
場
へ
繋
が
る
街
道
が
あ
る
。
城
下
町
の
南
側
に
も
堀
で
囲
わ

れ
た
武
家
屋
敷
が
連
な
り
、
背
後
の
山
の
谷
筋
に
営
ま
れ
た
寺
と
と
も
に
、
い
ざ
と

い
う
時
の
防
御
拠
点
と
な
る
よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
肱
川
の
対
岸
の
街
道
沿
い

に
も
城
下
町
が
造
ら
れ
て
い
る
。

天
守
は
本
丸
の
西
北
隅
に
位
置
し
て
お
り
、
城
下
町
か
ら
は
本
丸
の
多
聞
櫓
に
隠

れ
て
良
く
見
え
な
い
。（
図
版
五
）

逆
に
西
北
か
ら
見
る
と
天
守
の
姿
が
最
も
良
く

見
え
る
。（
図
版
六
）

こ
れ
は
肱
川
か
ら
の
景
観
を
意
識
し
た
配
置
と
考
え
ら
れ
、

大
洲
城
に
と
っ
て
肱
川
が
如
何
に
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
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図
版
一

安
土
城
天
守
（
復
元
考
証

宮
上
茂
隆
）

図
版
二

大
坂
城
天
守
（
復
元
考
証

宮
上
茂
隆
）
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図
版
三

江
戸
城
天
守
（
復
元
考
証

宮
上
茂
隆
）

図
版
四

姫
路
城
天
守
（
日
本
建
築
史
基
礎
資
料
集
成

十
四

城
郭
�
よ
り
）
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図
版
五

大
洲
城
天
守
（
肱
川
か
ら
）

73

／大洲城復元報告書２００５．１１／本文－１～８章／第３章  2005.01.12 13.42.38  Page 73 

73



図
版
六

大
洲
城
天
守
（
城
下
町
か
ら
）
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二

大
洲
城
の
研
究
史

大
洲
城
に
関
す
る
研
究
は
戦
前
よ
り
な
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
十
二
年
に
は
郷
土
史

家
の
城
戸
通
徳
氏
が
『
大
洲
城
史
』
の
論
文
を
発
表
さ
れ
大
洲
城
の
歴
史
に
つ
い
て

具
体
的
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
天
守
に
絞
っ
て
み
た
場
合
、
建
築
史
家

の
城
戸
久
氏
の
論
文
が
そ
の
嚆
矢
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
城
戸
氏
は
戦
前
か
ら

戦
後
に
渡
り
城
郭
研
究
の
中
心
に
お
ら
れ
、
城
郭
建
築
に
つ
い
て
多
く
の
重
要
な
論

文
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
大
洲
城
に
つ
い
て
も
昭
和
十
八
年
に
書
か
れ
た
『
伊
豫
大

洲
城
天
守
考
』
に
お
い
て
天
守
の
考
察
を
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
氏
は
天
守
の

模
型
で
あ
る
天
守
雛
形
に
つ
い
て
触
れ
、
天
守
雛
形
の
平
面
実
測
図
よ
り
天
守
の
各

階
の
平
面
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。
大
洲
城
天
守
内
部
の
特
徴
で
あ

る
心
柱
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
明
治
の
天
守
古
写
真
を
紹
介
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
天
守
の
外
観
の
特
徴
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
大
洲
城
天
守
の
創

建
時
期
に
つ
い
て
文
献
史
料
が
不
足
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
天
守
の
意

匠
及
び
構
造
上
の
特
徴
よ
り
大
洲
城
天
守
の
創
建
時
期
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た

点
で
画
期
的
な
研
究
で
あ
っ
た
。
付
論
と
し
て
台
所
櫓
と
高
欄
櫓
に
つ
い
て
も
そ
の

重
要
性
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
天
守
の
復
元
に
つ
い
て
は
そ
の
概
要
を
述

べ
る
に
留
ま
り
、
復
元
図
な
ど
の
提
示
は
さ
れ
て
い
な
い
。

城
戸
氏
の
研
究
の
後
、
大
洲
城
天
守
を
取
り
上
げ
た
論
文
と
し
て
は
広
島
大
学
の

三
浦
正
幸
氏
の
研
究
が
重
要
で
あ
る
。
氏
は
平
成
五
年
に
『
伊
予
大
洲
城
天
守
雛
型

と
天
守
復
元
』
と
題
す
る
論
文
を
発
表
さ
れ
、
天
守
雛
形
を
も
と
に
具
体
的
な
大
洲

城
天
守
の
復
元
図
（
図
版
七
）
を
発
表
さ
れ
た
。
論
文
で
は
天
守
雛
形
の
精
査
を
も

と
に
、
そ
の
縮
尺
を
推
定
し
天
守
の
一
間
の
基
準
寸
法
が
六
尺
五
寸
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
面
の
み
な
ら
ず
断
面
方
向
の
実
測
図
も
作
成
さ
れ
、

天
守
の
架
構
に
つ
い
て
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
天
守
雛
形
の
架
構
が
持
つ
構

造
的
問
題
点
を
指
摘
さ
れ
た
事
は
重
要
で
あ
る
。

以
上
の
研
究
成
果
を
も
と
に
大
洲
城
天
守
復
元
設
計
の
も
と
と
な
っ
た
の
が
宮
上

茂
隆
氏
が
平
成
十
年
に
『
県
指
定
史
跡
「
大
洲
城
跡
」
保
存
整
備
計
画
』
に
お
い
て

発
表
さ
れ
た
考
察
で
あ
る
。
こ
こ
で
氏
は
古
写
真
と
天
守
雛
形
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン

の
違
い
を
合
理
的
に
解
釈
す
る
た
め
、
天
守
雛
形
の
実
測
調
査
を
行
い
、
天
守
雛
形

が
平
面
方
向
、
立
面
方
向
、
各
部
材
断
面
と
も
そ
れ
ぞ
れ
別
の
縮
尺
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
も
の
と
推
定
し
、
そ
の
縮
尺
に
よ
っ
て
各
部
の
寸
法
を
求
め
復
元
図
（
図
版
八
）

を
発
表
さ
れ
た
。
各
階
の
逓
減
寸
法
は
、
天
守
の
垂
木
の
割
付
寸
法
で
あ
る
枝
割
寸

法
を
基
準
と
し
て
求
め
て
い
る
。
天
守
の
架
構
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
天
守
雛
形

に
倣
っ
た
復
元
と
な
っ
て
い
る
。
天
守
の
内
部
で
は
部
材
に
残
る
痕
跡
か
ら
内
部
階

段
の
位
置
を
新
た
に
推
定
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
天
守
の
創
建
時
期
に
つ
い
て
各
氏
の
論
文
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。
郷
土
史
家
の
城
戸
通
徳
氏
の
論
文
で
は
大
洲
城
の
築
城
に
重
き
を
置
い
て
論
ぜ

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
築
城
を
戸
田
氏
、
藤
堂
氏
、
脇
坂
氏
の
三
氏
に
よ
る
も
の
と
し
、

そ
の
中
で
も
藤
堂
氏
が
果
た
し
た
役
割
を
特
に
重
視
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
天

守
の
創
建
に
つ
い
て
は
そ
の
時
期
を
含
め
具
体
的
な
指
摘
は
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、

城
戸
久
氏
は
天
守
の
創
建
時
期
を
慶
長
末
年
か
ら
元
和
初
年
の
造
営
と
具
体
的
に
指

摘
さ
れ
、
創
建
者
を
脇
坂
氏
と
推
定
さ
れ
た
。
三
浦
氏
も
そ
の
論
文
で
城
戸
氏
の
結

論
を
妥
当
な
も
の
と
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
宮
上
氏
は
大
洲
に
お
け
る
創
建
を
慶
長
末

年
と
さ
れ
な
が
ら
天
守
自
体
を
移
築
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
移
築
元
を
淡
路
の

洲
本
城
と
す
る
仮
説
を
提
示
さ
れ
て
い
た
。
移
築
説
に
つ
い
て
は
歴
史
学
の
立
場
か

ら
三
重
大
学
の
藤
田
達
生
氏
も
同
様
の
説
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

大
洲
城
天
守
の
創
建
時
期
に
つ
い
て
は
具
体
的
史
料
に
乏
し
く
、
更
な
る
調
査
究
明

が
必
要
と
さ
れ
る
。
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図
版
七

大
洲
城
天
守
復
元
図
と
天
守
雛
型
実
測
図

（
日
本
建
築
学
会
中
国
九
州
支
部
研
究
報
告
第
九
号
一
九
九
三
年
三
月
）

図
版
八

大
洲
城
天
守
復
元
図
（
県
指
定
史
跡
「
大
洲
城
跡
」
保
存
整
備
計
画
よ
り
）

76

／大洲城復元報告書２００５．１１／本文－１～８章／第３章  2005.01.12 13.42.38  Page 76 

76



三

大
洲
城
天
守
の
歴
史

大
洲
城
天
守
は
い
く
つ
も
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。（
図
版
九
、
一
〇
）
し
か
し
、

そ
の
築
造
過
程
を
具
体
的
に
示
す
文
献
史
料
が
な
い
た
め
、
創
建
時
期
に
つ
い
て
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
江
戸
時
代
は
じ
め
、
幕
府
隠
密
の
探
索
記
に
四
層
天
守

の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
明
治
二
十
一
年
に
解
体
さ
れ
る
ま
で
、
創
建
当
時
の
姿

を
保
っ
た
貴
重
な
天
守
で
あ
る
。
天
守
復
元
を
期
に
行
な
わ
れ
た
発
掘
調
査
の
成
果

も
ふ
ま
え
、
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
天
守
の
創
建
時
期
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

平
成
十
一
年
に
行
な
わ
れ
た
天
守
台
発
掘
調
査
は
、
天
守
復
元
に
重
要
な
史
料
を

提
供
し
た
だ
け
で
な
く
、
現
天
守
台
の
築
造
ま
で
の
複
雑
な
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
点
で
画
期
的
な
発
掘
で
あ
っ
た
。
発
掘
調
査
概
報
で
は
具
体
的
な
年
代
を
記
し
て

は
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
過
程
を
以
下
の
三
期
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
る
。

�
期

土
塀
に
係
わ
る
と
思
わ
れ
る
礎
石
と
石
敷
き
の
層
（
図
版
一
一
）

�
期

巨
石
列
お
よ
び
瓦
の
層
と
石
敷
き
の
層
（
図
版
一
二
）

�
期

現
天
守
台
石
垣
と
そ
れ
に
関
連
す
る
遺
構

こ
の
内
、
�
期
が
�
期
を
埋
め
立
て
て
形
成
さ
れ
て
い
る
点
は
曲
輪
の
拡
張
が
行

わ
れ
た
結
果
で
、
そ
の
瓦
の
層
の
う
ち
か
ら
、
天
正
年
間
か
ら
文
禄
年
間
に
か
け
て

の
特
徴
を
持
つ
瓦
が
出
土
し
た
事
実
は
、
年
代
推
定
の
重
要
な
指
針
と
な
ろ
う
。
ま

た
、
巨
石
列
は
北
側
を
正
面
と
し
て
築
か
れ
て
お
り
、
現
状
と
異
な
る
縄
張
り
を
も

と
に
し
た
普
請
工
事
の
跡
と
見
な
せ
る
。
こ
の
巨
石
列
が
天
守
や
櫓
台
の
石
垣
の
根

石
に
相
当
す
る
の
か
、
或
い
は
曲
輪
の
石
垣
な
の
か
は
、
そ
の
全
貌
が
つ
か
め
な
い

た
め
、
現
時
点
で
は
判
断
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
発
掘
調
査
か
ら
は
最
低
三
期
に
わ
た
る
変
遷
の
あ
と
が
読
み
取
れ
、

現
天
守
台
が
、
当
初
か
ら
築
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
復

元
さ
れ
た
天
守
の
創
建
時
期
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
事
実
が
考
慮
さ
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
発
掘
史
料
と
大
洲
城
に
関
係
し
た
諸
大
名
た
ち
の
事

跡
と
を
対
照
さ
せ
て
、
天
守
創
建
の
可
能
性
の
検
討
を
試
み
る
。

羽
柴
秀
吉
の
四
国
平
定
後
、
初
め
て
大
洲
城
を
支
配
し
た
大
名
は
小
早
川
隆
景
で

あ
る
。
実
際
の
城
主
は
養
子
の
秀
包
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
治
世
は
二
年
弱
に

過
ぎ
ず
、
大
規
模
な
築
城
事
業
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

隆
景
の
後
を
受
け
て
大
洲
城
に
入
城
し
た
の
は
戸
田
勝
隆
で
あ
る
。
勝
隆
の
治
世

は
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
に
朝
鮮
の
唐
島
で
亡
く
な
る
ま
で
七
年
間
に
及
ん
だ
。

勝
隆
に
よ
る
大
洲
城
築
城
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
以
降
は

朝
鮮
に
出
陣
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
四
年
間
が
主
な
築
城
期
間
と
な
ろ

う
。
し
か
し
、
勝
隆
の
死
後
そ
の
家
系
が
跡
絶
え
た
た
め
、
文
献
史
料
に
欠
け
る
。

そ
れ
で
も
、
発
掘
調
査
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
天
正
年
間
か
ら
文
禄
年
間
に
か
け
て
の

瓦
は
、
そ
の
年
代
か
ら
み
て
戸
田
時
代
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

石
垣
と
瓦
葺
き
の
天
守
や
櫓
を
そ
な
え
た
近
世
城
郭
と
し
て
の
大
洲
城
の
始
ま
り
は
、

戸
田
時
代
と
し
て
も
問
題
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
今
回
復
元
さ
れ
た
天
守
は
現
存

す
る
天
守
台
が
、
明
ら
か
に
戸
田
時
代
よ
り
後
の
築
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
戸
田
時
代

の
建
物
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

勝
隆
の
死
後
、
大
洲
城
に
入
城
し
た
の
は
藤
堂
高
虎
で
あ
る
。
そ
の
治
世
は
文
禄

四
年
（
一
五
九
五
）
か
ら
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
ま
で
の
十
三
年
間
に
お
よ
ぶ
。

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
ま
で
五
年
間
、
高
虎
の
居
城
は
板
島
（
宇
和
島
）
城
で
大

洲
城
に
は
蔵
入
り
地
の
代
官
の
立
場
で
い
た
。
慶
長
五
年
以
降
、
伊
予
半
国
の
領
主

と
な
っ
た
高
虎
は
現
在
の
今
治
に
新
た
な
居
城
を
築
き
は
じ
め
、
大
洲
城
に
は
養
子

の
高
吉
が
城
主
と
し
て
遣
わ
さ
れ
た
。
発
掘
調
査
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
天
正
、
文
禄

期
の
瓦
が
遺
棄
さ
れ
た
形
で
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
�
期
の
遺
構
は
、
藤

堂
時
代
以
後
の
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
�
期
ま
で
も
藤
堂

時
代
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
藤
堂
氏
の
事
跡
に
つ
い
て
は
文
献
史
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料
が
多
く
残
っ
て
い
る
が
、
大
洲
城
天
守
築
造
に
関
す
る
記
述
は
未
だ
見
出
さ
れ
な

い
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
藤
堂
時
代
に
お
け
る
普
請
の
中
心
は
居
城
で
あ
る
板
島
城
と

今
治
城
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
高
虎
時
代
の
大
洲
城
で
は
何
ら
か
の
城
普
請
が
行

な
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
天
守
が
造
ら
れ
な
か
っ
た
事
を
暗
に
示
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
養
子
の
高
吉
も
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
隣
国
の
加
藤
嘉
明

と
の
領
地
争
い
か
ら
蟄
居
を
命
じ
ら
れ
た
経
歴
が
あ
り
、
天
守
築
造
を
積
極
的
に
行

え
る
立
場
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

高
虎
の
後
を
受
け
て
大
洲
城
に
入
城
し
た
の
が
脇
坂
安
治
で
あ
る
。
そ
の
治
世
は

慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
か
ら
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
ま
で
の
五
年
間
で
あ

る
。
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
に
は
息
子
の
安
元
が
家
督
を
継
ぎ
、
元
和
三
年
（
一

六
一
七
）
ま
で
の
三
年
間
城
主
の
地
位
に
あ
っ
た
。
発
掘
調
査
の
�
期
に
当
た
る
現

天
守
台
の
石
垣
は
、
�
期
の
巨
石
列
を
壊
し
て
築
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
築
造
時

期
は
脇
坂
時
代
ま
で
下
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
最
も
こ
の
現
石
垣
も
す
ぐ
内
側
に

別
の
石
垣
を
包
含
し
て
お
り
、
一
時
期
に
築
か
れ
た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

脇
坂
氏
の
文
献
史
料
は
、
大
洲
在
城
時
代
の
も
の
は
少
な
く
、
天
守
築
造
に
つ
い
て

も
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
安
治
が
入
城
し
た
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
は
、
日

本
全
国
で
二
五
棟
も
の
天
守
が
造
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
年
で
あ
っ
て
、
大
洲
城
の

天
守
創
建
の
時
期
と
し
て
相
応
し
い
時
代
で
あ
る
。
そ
の
後
、
安
治
に
継
ぐ
安
元
の

代
に
至
っ
て
は
、
一
国
一
城
令
や
武
家
諸
法
度
な
ど
が
相
次
い
で
発
令
さ
れ
、
徳
川

幕
府
の
城
郭
統
制
が
本
格
化
し
た
時
代
と
な
り
、
新
規
に
天
守
を
築
造
す
る
事
は
極

め
て
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
天
守
創
建
時
期
の
下
限
は
元
和
元
年
（
一

六
一
五
）
ま
で
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

脇
坂
氏
の
後
を
う
け
て
大
洲
城
に
入
城
し
た
の
は
加
藤
貞
泰
で
あ
る
。
そ
の
治
世

は
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
か
ら
、
明
治
の
藩
籍
奉
還
ま
で
の
長
期
に
わ
た
る
。
加

藤
氏
の
事
跡
に
関
す
る
文
献
史
料
は
多
い
。
大
洲
城
に
関
し
て
も
修
理
記
録
な
ど
の

史
料
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
天
守
築
造
の
記
録
は
な
い
。
こ
れ
は
加

藤
時
代
に
天
守
の
築
造
が
無
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
貞
泰
が
大
洲
城
に
入
城

し
て
二
年
半
後
に
は
、
城
郭
の
修
理
願
い
の
許
可
を
幕
府
か
ら
受
け
て
い
る
。
城
郭

の
維
持
を
主
と
し
た
元
和
以
降
の
徳
川
幕
府
の
政
策
の
内
で
、
修
理
を
差
し
置
い
て

新
た
に
天
守
を
造
る
こ
と
は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。
ま
し
て
や
徳
川
幕
府
に
よ
る
普

請
手
伝
い
が
続
い
た
加
藤
氏
に
と
っ
て
は
、
天
守
を
築
く
余
裕
な
ど
は
、
財
政
的
な

面
に
於
い
て
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
如
く
、
大
洲
城
に
お
け
る
各
大
名
の
事
跡
を
探
っ
て
い
っ
た
結
果
と
し
て
、

天
守
の
創
建
時
期
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
結
論
に
達
す
る
。
小
早
川
隆
景
と
、
加

藤
貞
泰
、
泰
興
の
代
に
つ
い
て
は
、
各
種
の
状
況
か
ら
、
天
守
築
造
は
な
か
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
。
戸
田
勝
隆
に
つ
い
て
は
、
初
代
天
守
の
創
建
に
係
わ
っ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
今
回
復
元
さ
れ
た
天
守
が
戸
田
時
代
の
天
守
そ
の
も
の
と

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
藤
堂
高
虎
に
つ
い
て
は
、
数
多
く
の
文
献
史
料
が
残
っ
て

い
な
が
ら
、
大
洲
城
天
守
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
藤
堂

高
虎
に
よ
る
天
守
創
建
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
脇
坂
安
治
は
、
天
守
築
造
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
史
料
に
欠
け
る
も
の
の
、
発
掘
調
査
な
ど
の
各
種
の
状
況
か
ら

そ
の
可
能
性
が
高
い
。
大
洲
城
天
守
の
外
観
も
、
慶
長
後
半
期
の
天
守
築
造
最
盛
期

の
も
の
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
従
っ
て
、
現
時
点
で
は
大
洲
城
の
復
元
天
守
の
創
建

時
期
を
脇
坂
安
治
の
時
代
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

今
後
、
さ
ら
な
る
発
掘
調
査
史
料
の
分
析
な
ど
、
各
種
調
査
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
、
よ
り
正
確
な
創
建
時
期
が
解
明
さ
れ
る
事
を
願
う
。
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大
洲
城
年
表

天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）

八
月
、
羽
柴
秀
吉
の
四
国
平
定
。
小
早
川
隆
景
が
伊

予
国
で
三
十
五
万
石
を
与
え
ら
れ
道
後
の
湯
月
城
に

入
城
。
大
洲
城
に
は
養
子
の
秀
包
が
入
城
。

天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）

六
月
、
隆
景
の
九
州
転
封
に
と
も
な
い
、
戸
田
勝
隆

が
宇
和
郡
、
喜
多
郡
を
中
心
に
十
六
万
石
を
与
え
ら

れ
大
洲
城
に
入
城
。

文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）

秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に
と
も
な
い
勝
隆
も
朝
鮮
に
出
陣
。

文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）

十
月
、
勝
隆
、
朝
鮮
唐
島
に
て
病
死
。

文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）

七
月
、
藤
堂
高
虎
が
宇
和
郡
を
中
心
に
六
万
石
余
を

与
え
ら
れ
板
島
（
宇
和
島
）
城
に
入
城
。
大
洲
の
地

は
蔵
入
り
地
代
官
と
し
て
支
配
。

慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）

八
月
、
板
島
城
の
普
請
に
取
り
掛
か
る
。

慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）

六
月
、
再
度
の
朝
鮮
出
兵
に
と
も
な
い
、
高
虎
も
朝

鮮
に
出
陣
。
九
月
に
は
普
請
を
ほ
ぼ
終
わ
ら
す
。

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）

五
月
、
帰
国
。
六
月
、
秀
吉
よ
り
戦
功
に
よ
り
一
万

石
を
加
増
。
八
月
豊
臣
秀
吉
没

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）

年
末
ま
で
に
板
島
城
天
守
の
作
事
ほ
ぼ
終
わ
り
か
。

慶
長
五
年
（
一
六
○
○
）

十
一
月
、
関
ヶ
原
の
合
戦
の
功
績
に
よ
り
高
虎
は
伊

予
の
国
内
に
二
十
万
石
を
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
年
に

も
板
島
城
の
作
事
あ
り
。

慶
長
七
年
（
一
六
○
二
）

六
月
、
今
治
城
の
普
請
開
始
。
養
子
の
高
吉
が
大
洲

に
入
城
。

慶
長
九
年
（
一
六
○
四
）

九
月
、
今
治
城
の
普
請
ほ
ぼ
終
わ
り
、
引
き
続
い
て

作
事
に
か
か
る
。
領
地
争
い
の
責
任
に
よ
り
高
吉
が

慶
長
十
一
年
ま
で
蟄
居
を
命
じ
ら
れ
る
。

慶
長
十
年
（
一
六
○
五
）

七
月
、
大
洲
の
塩
屋
町
を
設
け
る
。

慶
長
十
三
年
（
一
六
○
八
）

八
月
、
高
虎
が
伊
賀
、
伊
勢
を
合
わ
せ
二
十
二
万
石

を
与
え
ら
れ
伊
勢
津
へ
転
封
。

慶
長
十
四
年
（
一
六
○
九
）

九
月
、
脇
坂
安
治
が
五
万
石
余
を
与
え
ら
れ
淡
路
の

洲
本
よ
り
大
洲
に
入
城
。

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）

五
月
、
大
坂
夏
の
陣
に
よ
っ
て
豊
臣
氏
が
滅
亡
。
閏

六
月
、
一
国
一
城
令
が
発
令
。
七
月
、
武
家
諸
法
度

の
発
布
に
よ
り
江
戸
幕
府
に
よ
る
築
城
統
制
が
は
じ

ま
る
。
こ
の
年
安
治
は
家
督
を
安
元
に
譲
る
。

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）

七
月
、
安
元
が
信
州
飯
田
に
転
封
。
か
わ
っ
て
加
藤

貞
泰
が
伯
耆
米
子
か
ら
六
万
石
で
大
洲
城
に
入
城
。

元
和
六
年
（
一
六
二
○
）

三
月
、
大
洲
城
内
の
長
屋
（
多
聞
櫓
）、
塀
の
修
築
に

つ
い
て
幕
府
か
ら
許
可
が
下
り
る
。
こ
の
年
徳
川
氏

に
よ
る
大
坂
城
再
築
の
普
請
手
伝
い
を
命
ぜ
ら
れ
、

こ
れ
を
勤
め
る
。

元
和
九
年
（
一
六
二
三
）

九
月
、
貞
泰
の
死
去
に
と
も
な
い
泰
興
が
家
督
を
継

ぐ
。
再
度
大
坂
城
再
築
の
普
請
手
伝
い
を
命
ぜ
ら
れ

こ
れ
を
勤
め
る
。

寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）

二
月
、
泰
興
は
大
坂
城
再
築
の
二
期
工
事
の
普
請
手

伝
い
を
命
じ
ら
れ
、
こ
れ
を
勤
め
る
。

寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）

八
月
、
幕
府
隠
密
が
大
洲
城
偵
察
。『
讃
岐
伊
予
土
佐

阿
波
探
索
書
』
の
中
で
四
層
天
守
に
つ
い
て
記
す
。
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図
版
九

元
禄
五
年
大
洲
城
絵
図
（
部
分
）

図
版
一
一

発
掘
調
査
平
面
図
（
最
下
層
）

図
版
一
二

発
掘
調
査
平
面
図
（
瓦
層
と
巨
石
列
）

図
版
一
〇

正
保
城
絵
図
（
部
分
）
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第
二
節

復
元
史
料
に
つ
い
て

史
料
の
中
か
ら
復
元
設
計
に
使
え
る
も
の
を
厳
選
し
た
。
史
料
の
多
く
は
、
平
成

十
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
県
指
定
史
跡
「
大
洲
城
跡
」
保
存
整
備
計
画
』
で
取
り
上
げ

た
も
の
だ
が
、
さ
ら
に
、
工
事
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
概
報
な
ど
の
新
た

な
史
料
も
加
え
た
。
大
洲
城
天
守
復
元
に
使
用
し
た
史
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
以

下
、
各
図
版
と
『
県
指
定
史
跡
「
大
洲
城
跡
」
保
存
整
備
計
画
』
に
お
け
る
史
料
解

説
を
合
わ
せ
て
載
せ
る
。

�
『
元
禄
五
年
大
洲
城
絵
図
』

（
図
版
一
三
）

�
『
御
城
中
御
屋
形
絵
図
並
地
割
』

（
図
版
一
四
）

�

天
守
雛
形

（
図
版
一
五
）

�
『
大
洲
城
本
丸
平
面
図
』（
図
版
一
七
）

�

明
治
時
代
の
古
写
真

天
守
北
面

（
図
版
一
八
）

天
守
東
面

（
図
版
一
九
）

天
守
西
面

（
図
版
二
〇
）

�

既
存
櫓
の
修
理
工
事
報
告
書

『
重
要
文
化
財
大
洲
城
台
所
櫓
・
高
欄
櫓
修
理
工
事
総
合
報
告
書
』

昭
和
四

十
五
年

『
重
要
文
化
財
大
洲
城
苧
綿
櫓
修
理
工
事
報
告
書
』
昭
和
三
十
四
年

『
重
要
文
化
財
大
洲
城
三
の
丸
南
隅
櫓
修
理
工
事
報
告
書
』
昭
和
四
十
年

�

保
存
整
備
計
画
の
大
洲
城
の
構
造
と
沿
革
に
か
か
わ
る
考
察

『
県
指
定
史
跡
「
大
洲
城
跡
」
保
存
整
備
計
画
』

平
成
十
年

�

天
守
台
発
掘
調
査
概
報

『
大
洲
城
の
発
掘
調
査
』
県
指
定
史
跡
大
洲
城
跡
発
掘
調
査
概
報

平
成
十
二
年

図
版
一
三

『
元
録
五
年
大
洲
城
絵
図
』
大
洲
市
立
博
物
館
蔵

大
洲
城
の
三
の
丸
ま
で
の
範
囲
を
、
櫓
・
門
・
御
殿
・
蔵
等
を
姿
図
と
し
て
描
い

た
彩
色
の
絵
図
。
次
の
項
に
掲
げ
る
加
藤
家
蔵
『
御
城
中
御
屋
形
絵
図
並
地
割
』
と

く
ら
べ
る
と
よ
く
対
応
し
、
こ
れ
ら
は
大
洲
城
の
基
本
図
と
も
い
う
べ
き
精
度
と
重

要
性
を
も
つ
と
い
え
る
。『
御
城
中
御
屋
形
絵
図
並
地
割
』
で
は
描
か
れ
て
い
る
二
の

丸
大
手
門
内
の
「
穴
蔵
」
や
西
北
の
小
建
物
群
、
そ
し
て
表
御
殿
の
西
奥
の
小
建
物

を
当
絵
図
の
ほ
う
は
描
い
て
い
な
い
。
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図
版
一
四

『
御
城
中
御
屋
形
絵
図
並
地
割
』
加
藤
家
蔵

本
丸
二
の
丸
を
対
象
と
す
る
詳
細
な
平
面
図
で
、
と
く
に
、
ほ
か
の
城
図
に
無
い

御
殿
の
平
面
を
詳
細
に
描
く
。
元
録
五
年
の
絵
図
と
よ
く
対
応
し
、
対
を
な
す
も
の

と
し
て
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
大
洲
城
の
基
本
図
と
も
い
う
べ
き
重
要
な
図
で

あ
る
。
四
分
（
一
二
㎜
）
を
一
間
（
六
尺
五
寸
）
と
す
る
縮
尺
で
、
へ
ら
引
き
の
格

子
に
拠
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。

本
丸
大
手
門
（「
御
矢
倉
」「
門
」）
の
平
面
も
こ
れ
に
よ
っ
て
詳
し
く
わ
か
る
。
四

八
㎜
×
八
四
㎜
、
す
な
わ
ち
四
間
×
七
間
の
規
模
と
推
定
で
き
る
。

二
の
丸
大
手
枡
形
は
、
大
手
門
三
間
×
五
間
、
櫓
四
間
×
四
間
、
長
屋
九
間
×
二

間
で
下
屋
付
か
ら
な
る
。

天
守
の
一
郭
の
復
元
に
も
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
天
守
と
多
聞
櫓
の
平
面
を
表
し

て
い
る
。
天
守
は
八
四
㎜
×
七
三
㎜
で
、
七
間
×
六
間
に
相
当
す
る
。
天
守
の
平
面

に
は
入
り
側
境
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
中
央
部
に
柱
一
本
を
描
く
の
は
大
柱
（
心

柱
）
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
柱
か
ら
東
に
向
か
っ
て
線
を
引
く
の
は
壁
を
意
味
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
天
守
か
ら
多
聞
櫓
へ
の
出
入
口
の
表
示
が
あ
り
、
そ
の
位
置
が
わ

か
る
の
は
貴
重
で
あ
る
。
天
守
か
ら
北
お
よ
び
西
多
聞
櫓
へ
の
出
入
口
は
、
そ
れ
ぞ

れ
石
垣
側
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま
た
台
所
櫓
と
の
間
の
北
多
聞
櫓
は
五
間
に

描
か
れ
、
そ
の
中
央
間
に
出
入
口
、
高
欄
櫓
と
の
間
の
西
多
聞
櫓
も
五
間
に
描
か
れ
、

そ
の
中
央
間
に
出
入
口
が
示
さ
れ
て
い
る
。
台
所
櫓
の
出
入
り
口
は
土
間
の
南
側
だ

け
で
、
現
在
あ
る
土
間
の
東
側
の
も
の
は
描
か
れ
て
な
い
。

井
戸
屋
形
は
三
○
㎜
×
二
四
㎜
の
矩
形
、
つ
ま
り
二
間
半
×
二
間
の
規
模
で
、
南

側
と
北
側
中
央
に
出
入
口
の
表
示
が
あ
り
、
中
に
井
戸
枠
が
描
か
れ
て
い
る
。
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図
版
一
五

天
守
雛
形
大
洲
市
立
博
物
館
蔵

天
守
雛
形
は
、
史
料
の
う
ち
で
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
先
に
、
城

戸
氏
が
論
文
で
紹
介
さ
れ
、
近
年
三
浦
氏
に
よ
る
論
文
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
天
守
雛
形
の
製
作
時
期
は
不
詳
だ
が
、
和
釘
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
江
戸

時
代
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。
雛
形
を
伝
え
て
き
た
中
野
家
は
、
古
く
か
ら
大
洲
藩

作
事
方
棟
梁
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
洲
城
天
守
の
模
型
と
す
る
こ
と
は
疑
う
べ
く

も
な
い
。
明
治
三
十
六
年
の
「
天
守
雛
形
誌
」
が
付
い
て
い
て
、
明
治
の
古
写
真
と

も
合
致
す
る
。
古
写
真
と
と
も
に
江
戸
時
代
の
雛
形
が
揃
う
の
は
珍
し
い
。

○
雛
形
は
、
実
測
値
か
ら
実
寸
一
間
（
六
尺
五
寸
）
を
二
寸
に
縮
小
し
て
（
今
日
の

縮
尺
に
直
す
と
三
二
・
五
分
の
一
に
相
当
す
る
）
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

○
柱
・
梁
等
の
部
材
は
実
物
よ
り
五
割
増
し
ぐ
ら
い
も
太
め
で
あ
る
か
ら
、
二
寸
を

一
分
と
す
る
（
縮
尺
二
○
分
一
に
相
当
す
る
）
縮
小
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
作

り
易
さ
を
考
慮
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

○
雛
形
は
、
窓
の
上
下
に
通
る
内
法
貫
・
腰
貫
の
高
さ
の
実
測
寸
法
か
ら
、
実
寸
六

尺
を
二
寸
に
し
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
梁
下
ま
で
は
平
面
の
縮
尺
と
ほ
ぼ
同

じ
比
率
で
縮
小
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
が
、
梁
の
部
材
を
太
め
に
作
っ
た
結
果
、

梁
下
か
ら
上
の
階
の
床
ま
で
の
高
さ
が
実
際
よ
り
大
き
く
作
ら
れ
、
そ
れ
が
階
高

を
実
際
よ
り
高
く
作
る
結
果
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
を
考
慮
し
て
は

じ
め
て
正
し
い
階
高
が
復
元
で
き
る
。

○
階
段
は
、
今
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
も
と
あ
っ
た
位
置
は
梁
に
残
る
痕
跡
か
ら
解

明
で
き
る
。

○
梁
の
部
材
に
つ
い
て
は
、
一
部
梁
材
が
失
わ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
元
々

取
り
付
い
て
い
た
位
置
に
釘
や
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
復
元
可
能
で
あ

る
。

○
各
階
の
柱
位
置
や
設
計
寸
法
の
基
準
に
な
る
垂
木
の
枝
割
は
、
実
測
値
か
ら
一
間

に
五
枝
と
考
え
ら
れ
る
。

○
各
階
の
逓
減
は
、
一
―
二
階
で
四
・
五
五
尺
（
三
・
五
枝
）、
二
―
三
階
で
三
・
九

○
尺
（
三
枝
）、
三
―
四
階
で
三
・
二
五
尺
（
二
・
五
枝
）
と
復
元
で
き
る
。

○
雛
形
一
階
の
隅
柱
の
脇
に
あ
る
柱
は
、
多
聞
と
の
出
入
口
に
あ
た
る
と
こ
ろ
で
は

省
略
さ
れ
る
が
、
当
初
は
存
在
し
た
と
み
ら
れ
、
土
台
に
柱
の
ほ
ぞ
穴
が
残
る
。

ま
た
、
そ
の
柱
脇
の
柱
間
は
一
間
よ
り
狭
い
た
め
、
窓
は
他
の
窓
よ
り
幅
が
狭
く

な
る
は
ず
だ
が
、
古
写
真
に
み
る
窓
は
同
一
の
大
き
さ
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

柱
の
位
置
が
雛
形
と
実
物
で
は
矛
盾
す
る
。
従
来
こ
の
雛
形
は
、
他
の
城
の
模
型

と
同
じ
く
、
修
理
の
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
き
た
が
、
建
立

時
の
計
画
を
示
し
て
い
る
可
能
性
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
古
写
真
で
は
、
一
か
ら
三
層
ま
で
各
層
に
破
風
が
あ
る
が
、
雛
形
に
は
、
初
層
・

二
層
の
屋
根
に
は
据
破
風
が
な
く
、
そ
れ
ら
を
取
り
付
け
て
い
た
痕
も
ま
っ
た
く

見
ら
れ
な
い
。
三
層
屋
根
に
は
四
方
に
据
破
風
が
あ
る
が
、
よ
く
み
る
と
柱
に
取

り
付
い
た
垂
木
部
分
だ
け
が
当
初
で
、
前
に
出
た
部
分
は
後
に
付
け
加
え
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。
雛
形
で
は
、
破
風
を
省
略
し
た
の
だ
と
み
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の

解
釈
は
正
し
い
か
ど
う
か
問
題
で
あ
る
。
古
写
真
で
は
二
階
の
窓
は
火
灯
窓
に
な
っ

て
い
る
が
、
雛
形
の
よ
う
に
破
風
が
な
い
ほ
う
が
火
灯
窓
は
連
続
し
て
美
し
い
し
、

そ
の
様
に
二
階
だ
け
に
火
灯
窓
を
使
っ
た
例
と
し
て
、
近
江
の
大
津
城
天
守
が
存

在
し
た
（
現
存
の
彦
根
城
天
守
は
、
そ
の
大
津
城
天
守
の
古
材
で
つ
く
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
）。

○
構
造
の
中
心
と
し
て
の
通
柱
が
、
平
面
中
央
よ
り
北
寄
り
に
存
在
す
る
の
が
こ
の

天
守
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
雛
形
を
見
れ
ば
上
下
二
本
に
わ
か
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
そ
の
下
の
柱
に
載
る
大
梁
は
、
断
面
が
円
形
だ
が
、
そ
の
上
に
直

交
す
る
梁
材
に
は
横
長
矩
形
断
面
の
大
き
な
材
の
た
め
の
仕
口
が
作
ら
れ
て
い
る
。
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大
梁
は
四
間
な
け
れ
ば
構
造
上
十
分
で
な
い
の
が
、
途
中
で
切
ら
れ
て
い
る
点
も

注
目
さ
れ
、
雛
形
に
は
構
造
上
設
計
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
を
形
と
し
て
留
め
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
修
理
の
際
に
作
ら
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
、

建
築
当
初
の
も
の
で
あ
る
（
な
い
し
は
移
築
の
際
の
も
の
で
あ
る
）
可
能
性
が
大

き
い
。

○
雛
形
の
示
す
と
こ
ろ
で
は
、
中
心
柱
の
西
側
に
二
階
の
床
を
設
け
ず
、
吹
き
抜
け

の
よ
う
な
空
間
を
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
天
守
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ

る
が
、
中
心
柱
を
見
せ
る
意
図
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
信
長
の
岐
阜
城
山

頂
に
建
設
し
た
天
守
は
、
三
層
の
層
塔
式
で
、
一
・
二
階
の
中
心
に
通
柱
が
あ
り
、

ま
た
一
階
に
は
、
中
二
階
が
存
在
し
て
吹
き
抜
け
の
よ
う
な
空
間
を
作
っ
て
い
た
。

大
洲
城
天
守
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
本
雛
形
は
、
大
洲
城
天
守
の
規
模
、
主
要
構
架
の
大
要
が

示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
天
守
復
元
の
重
要
な
史
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
各
地
の
城

で
も
、
天
守
の
雛
形
（
模
型
）
が
あ
る
場
合
が
あ
り
、
も
っ
と
精
密
な
も
の
も
あ
る

が
、
当
城
の
場
合
、
古
写
真
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
は
互
い
に
補
い
あ
い
、
天
守
を

復
元
す
る
上
で
、
実
に
貴
重
な
史
料
と
な
る
。
従
来
の
雛
形
に
よ
る
復
元
案
は
、
前

述
し
た
よ
う
に
高
さ
方
向
の
推
定
、
柱
間
の
推
定
、
階
段
の
位
置
や
間
取
り
の
推
定

な
ど
に
関
し
て
も
誤
り
を
含
む
。
史
料
は
正
し
く
解
釈
し
て
初
め
て
、
正
し
い
復
元

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
製
作
時
期
の
特
定
な
ど
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。
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図
版
一
六

天
守
雛
形
実
測
図
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図
版
一
七

『
大
洲
城
本
丸
平
面
図
』
大
洲
市
立
博
物
館
蔵

天
守
、
台
所
櫓
、
高
欄
櫓
、
暗
り
門
と
本
丸
周
囲
を
廻
る
多
聞
櫓
の
平
面
図
が
単

線
で
描
か
れ
て
い
る
。
明
治
期
の
取
り
壊
し
の
時
の
図
か
。

図
版
一
八

明
治
時
代
の
古
写
真
（
北
面
）

（
写
真
か
ら
建
物
の
詳
細
を
読
む
）

台
所
櫓
―
一
階
窓
内
に
白
い
格
子
。
二
階
窓
内
も
白
い
格
子
。
二
階
破
風
内
の
窓
も

白
い
格
子
。
破
風
の
懸
魚
鰭
と
も
に
黒
。
二
層
破
風
の
懸
魚
鰭
も
黒
。
六
葉
は
白
丸
。

多
聞
櫓
―
窓
内
の
格
子
白
二
本
。
二
ヶ
所
は
黒
い
が
漆
喰
が
は
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

天
守
―
窓
格
子
白
。
上
枠
が
庇
の
よ
う
に
少
し
出
て
い
る
ら
し
い
。
外
壁
は
石
垣
よ

り
か
な
り
内
側
に
入
っ
て
る
。
二
階
火
灯
窓
内
側
は
白
。
枠
も
一
部
白
。
妻
側
二
階

破
風
内
の
窓
は
黒
。
四
階
窓
内
も
黒
い
。
漆
喰
が
は
げ
た
の
だ
ろ
う
。
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図
版
一
九

明
治
時
代
の
古
写
真
（
西
面
）

図
版
二
〇

明
治
時
代
の
古
写
真
（
東
面
）
大
洲
市
立
博
物
館
蔵

以
上
の
史
料
を
と
お
し
て
次
の
こ
と
が
言
え
る
。
古
写
真
が
三
葉
あ
る
こ
と
で
天

守
の
四
面
の
外
観
を
明
ら
か
に
で
き
る
。
天
守
雛
形
か
ら
天
守
の
内
部
架
構
の
概
要

を
明
ら
か
に
出
来
る
点
は
、
他
の
復
元
建
物
の
多
く
が
史
料
上
の
制
約
か
ら
推
定
に

頼
ら
ざ
る
得
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

各
絵
図
か
ら
元
禄
期
よ
り
明
治
の
解
体
時
ま
で
、
天
守
の
外
観
に
ほ
と
ん
ど
変
更
が

な
か
っ
た
点
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
多
聞
櫓
に
つ
い
て
も
古
写
真
や
既
存
重
文

櫓
に
残
る
痕
跡
よ
り
復
元
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
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第
三
節

復
元
時
期
の
設
定
に
つ
い
て

大
洲
城
天
守
は
江
戸
時
代
初
期
、
寛
永
四
年
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
幕
府
隠
密
の
記

録
か
ら
す
で
に
四
層
の
天
守
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
外
観
に
つ

い
て
元
禄
初
年
の
古
絵
図
と
明
治
の
解
体
時
の
古
写
真
を
比
べ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
差

が
な
い
こ
と
か
ら
建
物
自
体
に
大
き
な
変
更
が
な
か
っ
た
こ
と
が
解
る
。
文
献
史
料

上
も
天
守
の
再
建
は
考
え
ら
れ
ず
、
創
建
当
初
の
天
守
が
明
治
二
十
一
年
の
解
体
ま

で
存
続
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
今
回
の
復
元
で
は
、
江
戸
時
代

末
期
を
復
元
時
期
と
設
定
し
た
。
こ
れ
は
、
古
写
真
な
ど
の
史
料
が
そ
ろ
う
こ
と
に

加
え
、
復
元
が
天
守
単
体
で
は
な
く
既
存
の
重
要
文
化
財
の
櫓
二
棟
と
天
守
を
結
ぶ

多
聞
櫓
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
末
の
再
建
建
物
で
あ
る
台
所
櫓
と
高
欄
櫓

と
の
整
合
性
に
配
慮
し
た
結
果
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
設
定
に
対
し
問
題
点
も
存
在
す
る
。
古
写
真
で
は
天
守
と
高
欄
櫓

と
を
つ
な
ぐ
多
聞
櫓
の
外
壁
は
全
面
漆
喰
仕
上
げ
で
、
古
絵
図
に
あ
る
下
見
板
張
り

の
仕
上
げ
と
異
な
る
。
下
見
板
は
傷
み
や
す
い
た
め
、
古
写
真
の
撮
影
時
ま
で
に
取

除
か
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
や
、
幕
末
に
再
建
さ
れ
た
時
点
で
高
欄
櫓
と
も
ど
も
取

除
か
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
将
来
、
高
欄
櫓
に
続
く
多
聞
櫓
や
暗
り
門
の
復
元
を
行

な
う
時
に
、
こ
の
部
分
の
古
写
真
が
今
後
見
出
さ
れ
る
可
能
性
は
少
な
い
こ
と
か
ら
、

下
見
板
の
描
か
れ
て
い
る
絵
図
が
唯
一
の
復
元
の
根
拠
と
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ

の
場
合
、
現
状
の
ま
ま
で
は
、
高
欄
櫓
と
復
元
し
た
多
聞
櫓
の
み
白
壁
で
、
本
丸
全

体
の
調
和
を
考
え
た
時
に
違
和
感
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
。
復
元
に
関
す
る
協
議
の

な
か
で
、
高
欄
櫓
の
外
壁
を
下
見
板
張
り
に
改
め
る
こ
と
も
検
討
可
能
だ
と
い
う
文

化
庁
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
将
来
の
復
元
計
画
の
た
め
に
も
、
こ
こ
に
記
録
と

し
て
止
め
て
置
く
こ
と
に
す
る
。

図
版
二
一
『
元
録
五
年
大
洲
城
絵
図
』
大
洲
市
立
博
物
館
蔵

（
高
欄
櫓
か
ら
暗
り
門
ま
で
の
拡
大
）
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第
四
節

天
守
の
規
模
に
つ
い
て

天
守
一
階
の
平
面
規
模
は
、
現
況
の
天
守
台
石
垣
の
各
辺
の
長
さ
や
史
料
�
の
絵

図
等
に
よ
っ
て
、
柱
間
の
基
準
寸
法
が
六
尺
五
寸
で
六
間
に
七
間
の
大
き
さ
で
あ
る

こ
と
が
推
測
出
来
る
。
一
方
二
階
以
上
の
各
階
の
平
面
規
模
や
各
階
の
高
さ
寸
法
を

具
体
的
に
記
し
た
史
料
は
な
い
。
こ
の
た
め
基
本
設
計
の
段
階
で
は
唯
一
の
立
体
的

史
料
で
あ
る
史
料
�
の
天
守
雛
形
を
主
と
し
、
史
料
�
の
古
写
真
を
参
考
に
復
元
設

計
を
行
っ
た
。
天
守
雛
形
は
史
料
�
の
『
県
指
定
史
跡
「
大
洲
城
跡
」
保
存
整
備
計

画
』
で
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
制
作
に
当
た
っ
て
複
数
の
縮
尺
が
混
在
し
て
お
り
、

実
測
値
を
そ
の
ま
ま
逓
減
寸
法
と
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
実
測
値
を
各
縮
尺
に
換

算
し
た
り
、
各
柱
間
の
垂
木
の
割
付
寸
法
で
あ
る
枝
割
寸
法
な
ど
を
も
と
に
各
階
の

寸
法
を
求
め
た
。

天
守
一
階
平
面
は
梁
間
六
間
に
桁
行
七
間
、
実
寸
法
で
三
九
尺
に
四
五
尺
五
寸
の

大
き
さ
で
、
高
さ
は
石
垣
上
か
ら
二
階
の
床
ま
で
一
七
尺
三
寸
。
天
守
二
階
平
面
は

柱
間
数
で
梁
間
五
間
に
桁
行
六
間
、
実
寸
法
で
二
九
尺
九
寸
に
三
六
尺
四
寸
、
高
さ

は
二
階
床
か
ら
三
階
床
ま
で
一
三
尺
五
寸
。
天
守
三
階
平
面
は
柱
間
数
で
梁
間
三
間

に
桁
行
四
間
、
実
寸
法
で
二
二
尺
一
寸
に
二
八
尺
六
寸
、
高
さ
は
三
階
床
か
ら
四
階

床
ま
で
一
一
尺
五
寸
。
天
守
四
階
平
面
は
柱
間
数
で
梁
間
三
間
に
桁
行
四
間
、
実
寸

法
で
一
五
尺
六
寸
に
二
二
尺
一
寸
の
大
き
さ
で
、
四
階
床
か
ら
棟
ま
で
の
高
さ
は
一

九
尺
九
寸
。
各
階
の
逓
減
を
整
理
す
る
と
、
一
、
二
階
間
で
九
尺
一
寸
、
二
、
三
階

間
で
七
尺
八
寸
、
三
、
四
階
間
で
六
尺
五
寸
。
総
高
さ
は
石
垣
上
か
ら
棟
ま
で
六
二

尺
二
寸
と
し
た
。

実
施
設
計
に
先
立
ち
行
な
わ
れ
た
天
守
台
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
天
守
の
一
階

の
正
確
な
寸
法
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
史
料
�
の
発
掘
調
査
平
面
図
（
図
版
二
二
）

か
ら
、
各
礎
石
間
の
距
離
は
約
二
ｍ
で
一
間
六
尺
五
寸
に
相
当
す
る
。
ち
な
み
に
各

礎
石
の
位
置
を
、
一
間
六
尺
五
寸
の
方
眼
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
六
個
の
礎
石
の
内

五
個
ま
で
が
合
う
。
こ
の
方
眼
に
合
わ
な
い
一
個
の
礎
石
は
、
銅
像
台
座
の
た
め
掘

削
さ
れ
た
土
溝
の
際
に
あ
っ
て
、
台
座
築
造
時
に
移
動
さ
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
発
掘
さ
れ
た
礎
石
と
そ
の
抜
き
取
り
穴
か
ら
、
天
守
の
身
舎
の
大
き
さ
が
梁

間
三
間
に
桁
行
四
間
（
一
九
・
五
尺
に
二
六
・
○
尺
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
、
発
掘
さ
れ
た
礎
石
と
天
守
台
の
際
ま
で
の
距
離
か
ら
、
一
階
全
体
の
大
き
さ
が

梁
間
六
間
に
桁
行
七
間
（
三
九
・
○
尺
に
四
五
・
五
尺
）
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
そ
の
位
置
は
、
史
料
�
の
天
守
雛
形
や
史
料
�
の
絵
図
と
も
合
致
し
て
お
り
、

他
の
史
料
と
も
矛
盾
し
な
い
。

し
か
し
、
二
階
以
上
の
平
面
規
模
と
高
さ
に
関
し
て
は
、
実
施
設
計
時
に
新
た
に

発
見
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
原
版
に
近
い
鮮
明
な
古
写
真
に
よ
り
、
修
正
を
行
っ
た
。

古
写
真
の
精
査
に
よ
る
瓦
の
割
付
寸
法
な
ど
各
部
の
詳
細
寸
法
か
ら
、
基
本
設
計
の

平
面
で
は
上
階
の
大
き
さ
が
小
さ
過
ぎ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
。
天
守
の
古
写
真
は

遠
方
よ
り
撮
影
さ
れ
て
お
り
、
レ
ン
ズ
等
の
写
真
機
本
体
に
起
因
す
る
歪
の
影
響
が

少
な
い
。
ま
た
現
存
す
る
台
所
櫓
や
天
守
台
の
石
垣
が
写
っ
て
お
り
、
大
き
さ
の
検

証
が
可
能
で
、
写
真
と
三
次
元
化
し
た
図
面
の
重
ね
合
せ
を
よ
り
正
確
に
行
な
う
こ

と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
作
業
に
は
Ｊ
Ｗ
―
Ｃ
Ａ
Ｄ
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
版
の
中
の
二
・
五

Ｄ
を
使
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
基
本
設
計
の
平
面
規
模
で
は
、
上
階
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
大
き
さ
が
合
わ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
台
所
櫓
に
ず
れ
が
無
く
、
天
守
に

の
み
ず
れ
が
生
じ
た
の
は
、
二
階
以
上
の
復
元
寸
法
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
二
階
以
上
の
大
き
さ
を
割
り
出
す
為
に
、
史
料
�
の
古
写
真
の
み

を
復
元
史
料
と
し
、
三
次
元
化
し
た
図
面
と
の
重
ね
合
せ
に
よ
り
、
明
ら
か
に
な
る

外
壁
の
仕
上
げ
面
の
位
置
か
ら
、
柱
心
の
寸
法
を
推
定
し
二
階
以
上
の
各
階
平
面
規

模
を
割
り
出
し
た
。
図
版
二
三
が
そ
の
結
果
で
、
各
階
の
大
き
さ
は
二
階
が
梁
間
五
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間
に
桁
行
六
間
（
三
一
・
五
尺
×
三
八
・
○
尺
）、
三
階
が
梁
間
四
間
に
桁
行
五
間

（
二
四
・
○
尺
×
三
○
・
五
尺
）、
四
階
が
梁
間
三
間
、
桁
行
四
間
（
一
七
・
五
尺
×

二
四
・
○
尺
）
と
な
る
。
各
階
の
逓
減
は
一
階
か
ら
二
階
ま
で
が
七
尺
五
寸
、
二
階

か
ら
三
階
ま
で
も
七
尺
五
寸
、
三
階
か
ら
四
階
ま
で
が
六
尺
五
寸
と
な
る
。

天
守
の
高
さ
方
向
の
寸
法
も
、
同
様
に
史
料
�
の
古
写
真
の
み
を
復
元
史
料
と
し
、

三
次
元
化
し
た
図
面
と
の
重
ね
合
せ
を
繰
り
返
し
各
階
の
高
さ
を
求
め
た
。
復
元
に

お
け
る
各
階
の
高
さ
は
一
階
床
が
天
守
台
石
垣
上
一
尺
三
寸
。
一
階
の
床
か
ら
二
階

の
床
ま
で
の
高
さ
が
一
五
尺
。
二
階
の
床
か
ら
三
階
の
床
ま
で
の
高
さ
が
一
四
尺
。

三
階
の
床
か
ら
四
階
の
床
ま
で
一
一
尺
八
寸
。
四
階
の
床
か
ら
棟
ま
で
の
高
さ
は
二

一
尺
一
寸
。
総
高
さ
は
石
垣
上
か
ら
棟
ま
で
六
三
尺
二
寸
と
復
元
さ
れ
た
。

図
版
二
二

発
掘
調
査
平
面
図
（
天
守
礎
石
、
雨
落
ち
溝
の
図
）

図
版
二
三

古
写
真
と
の
重
合
わ
せ
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第
五
節

天
守
の
架
構
に
つ
い
て

天
守
内
部
の
架
構
の
復
元
に
際
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
史
料
�
の
天
守
雛
形
の
存

在
で
あ
る
。
通
常
、
史
料
と
し
て
多
く
あ
る
の
は
建
築
平
面
を
示
す
絵
図
が
主
で
、

そ
こ
か
ら
は
各
階
の
平
面
を
明
ら
か
に
出
来
て
も
、
立
体
的
な
架
構
と
な
る
と
容
易

に
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
当
時
の
絵
図
の
中
に
も
架
構
を
示
す
図
が
無
い
わ
け
で

は
な
い
。
た
と
え
ば
建
地
割
図
と
い
う
断
面
図
と
立
面
図
を
重
ね
合
わ
せ
た
図
が
あ

る
。
こ
れ
は
建
築
の
高
さ
や
断
面
を
知
る
上
で
大
変
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
表
記
さ
れ
て
い
る
内
容
は
断
面
の
一
部
と
立
面
に
限
ら
れ
て
お
り
、
櫓
な
ど
比

較
的
単
純
な
建
築
に
つ
い
て
は
そ
の
架
構
を
明
ら
か
に
出
来
て
も
、
天
守
の
よ
う
な

規
模
も
大
き
く
複
雑
な
架
構
の
場
合
に
は
、
明
ら
か
に
す
る
事
は
難
し
い
。
梁
伏
図

が
残
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
極
め
て
ま
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
架
構
の
復

元
に
当
た
っ
て
は
、
各
階
の
柱
位
置
か
ら
、
同
時
代
の
同
様
な
建
物
を
参
考
に
、
推

定
す
る
し
か
方
法
が
な
い
。
そ
の
点
、
架
構
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
天
守
の
模
型

が
存
在
す
る
大
洲
城
は
貴
重
な
例
と
言
え
る
。

し
か
し
、
天
守
雛
形
は
復
元
史
料
の
項
で
触
れ
た
よ
う
に
そ
の
作
り
方
が
決
し
て

良
好
と
は
言
え
ず
、
ま
た
、
大
き
さ
が
小
さ
い
た
め
に
省
略
も
か
な
り
行
な
わ
れ
て

い
る
。
天
守
二
階
、
三
階
の
梁
間
方
向
に
通
し
の
梁
材
が
な
く
、
構
造
が
脆
弱
で
あ

る
な
ど
疑
問
点
も
多
い
。
こ
の
た
め
、
天
守
雛
形
は
正
確
な
縮
小
模
型
と
言
う
よ
り
、

あ
く
ま
で
も
天
守
の
構
造
概
要
を
伝
え
る
史
料
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
概
要
を
ま
と
め
る
と
、
天
守
内
部
の
中
央
北
よ
り
に
中
心
柱
と
し
て
一
階
か

ら
二
階
ま
で
と
三
階
か
ら
四
階
ま
で
の
通
し
柱
が
立
っ
て
い
る
。
中
心
柱
は
、
史
料

�
の
絵
図
の
中
で
天
守
身
舎
内
の
黒
い
丸
点
に
対
応
し
て
お
り
、
絵
図
の
点
が
中
心

柱
を
表
現
し
て
い
る
事
を
裏
付
け
る
。
各
階
の
柱
は
、
中
心
柱
以
外
す
べ
て
管
柱
で

あ
る
。
ま
た
、
各
階
の
主
要
な
梁
組
み
が
明
ら
か
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
梁
間
方
向

と
桁
行
き
方
向
で
の
各
梁
の
上
下
関
係
も
明
ら
か
に
な
る
。
三
階
ま
で
の
各
階
の
隅

に
火
打
梁
を
使
用
し
て
い
る
点
な
ど
、
雛
形
で
し
か
解
ら
ぬ
点
も
あ
る
。

基
本
設
計
時
は
、
天
守
雛
形
に
沿
っ
た
復
元
図
を
提
示
し
て
い
た
が
、
実
施
設
計

に
当
た
っ
て
、
以
上
の
点
を
考
慮
に
入
れ
て
再
度
架
構
の
復
元
を
行
な
っ
た
。
復
元

架
構
の
基
本
方
針
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・
貫
構
造
で
あ
る
こ
と
。（
筋
違
は
使
用
し
な
い
）

・
四
隅
を
除
い
て
火
打
梁
を
用
い
な
い
。

・
火
打
梁
は
建
物
の
隅
を
堅
め
、
か
つ
隅
行
き
の
長
大
な
梁
間
を
短
く
し
、
更
に
隅

の
柱
と
隅
梁
の
難
し
い
仕
口
を
補
う
上
、
隅
の
柱
に
集
中
す
る
大
き
な
荷
重
を
分

散
さ
せ
る
な
ど
、
現
代
の
火
打
材
に
較
べ
て
は
る
か
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

・
水
平
剛
性
を
確
保
す
る
為
に
梁
の
噛
み
合
わ
せ
を
深
く
す
る
。

・
材
の
継
手
は
弱
点
に
な
る
の
で
、
そ
こ
を
他
の
材
で
補
う
よ
う
に
組
合
わ
せ
る
。

・
材
の
継
手
は
一
カ
所
に
集
ま
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
。

・
継
手
は
必
ず
柱
の
上
に
設
け
、
持
出
し
継
手
は
決
し
て
行
わ
な
い
。

・
構
造
部
材
に
は
釘
金
物
を
使
用
し
な
い
。
釘
は
垂
木
や
根
太
や
板
類
を
留
付
け
る

為
と
造
作
材
等
に
使
用
す
る
。
見
掛
か
り
は
和
釘
を
使
用
す
る
。

・
構
造
部
材
は
樫
や
栗
の
込
栓
や
楔
を
用
い
る
。
見
懸
り
の
楔
は
檜
を
用
い
る
。

・
一
階
で
は
軒
桁
下
の
柱
以
外
は
柱
の
長
さ
が
異
な
る
。
二
階
か
ら
上
は
軒
桁
下
の

柱
も
、
桁
行
き
と
梁
間
方
向
で
は
柱
の
長
さ
が
異
な
る
。

・
現
代
の
建
築
と
違
い
、
通
柱
は
外
壁
側
に
な
い
。
二
階
か
ら
上
の
外
壁
側
柱
は
繋

ぎ
梁
の
上
に
立
つ
。
こ
れ
は
上
階
の
荷
重
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
構
造
上

有
利
で
あ
る
。

以
上
の
結
果
、
復
元
に
当
た
っ
て
の
天
守
雛
形
と
の
相
違
点
は
図
版
二
四
、
二
五
に
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示
し
た
通
り
で
あ
る
。

図
版
二
四

補
強
部
材
を
明
示
し
た
軸
組
図
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図
版
二
五

補
強
部
材
を
明
示
し
た
伏
図
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以
上
の
図
は
実
施
設
計
に
当
た
っ
て
構
造
上
の
弱
点
を
補
う
た
め
に
追
加
し
た
材
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
中
に
お
い
て
黒
く
塗
り
つ
ぶ
し
た
材
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

補
強
の
た
め
に
追
加
し
た
材
は
、
単
独
で
挿
入
し
た
り
、
既
に
存
在
し
た
材
を
伸
ば

し
た
り
し
て
い
る
。
主
に
、
梁
間
方
向
の
梁
材
を
通
物
と
し
た
り
、
側
柱
と
身
舎
を

繋
ぐ
た
め
の
横
架
材
を
増
設
し
て
あ
る
。

さ
ら
に
最
終
的
な
架
構
の
決
定
は
集
積
さ
れ
た
梁
材
を
も
と
に
行
っ
た
。
決
定
の

際
の
留
意
点
を
箇
条
書
き
に
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
材
の
使
用
箇
所
は
施
工
図
の
上
で
検
討
し
、
最
終
決
定
は
現
物
の
丸
太
（
八
角
形

に
加
工
済
み
）
の
姿
、
表
情
を
見
て
決
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
初
予
定
し
た
材

が
別
の
階
の
材
と
入
れ
替
わ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

・
柱
材
は
地
元
の
桧
材
で
、
寄
木
が
多
く
含
ま
れ
る
。
こ
の
為
、
寄
木
を
優
先
的
に

使
う
こ
と
と
し
た
。
一
本
ず
つ
の
表
情
や
木
の
癖
を
踏
ま
え
、
且
つ
余
り
節
が
表

に
出
な
い
様
に
使
用
箇
所
を
決
め
た
。

・
仕
口
継
手
は
、
そ
こ
に
働
く
力
と
建
方
の
手
順
を
考
慮
し
て
決
め
た
。
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第
六
節

天
守
の
外
観
と
内
部
に
つ
い
て

天
守
の
外
観
意
匠
は
、
史
料
�
の
古
写
真
を
も
と
に
復
元
し
た
。
各
階
の
屋
根
の

出
や
軒
反
り
、
ま
た
破
風
の
位
置
や
大
き
さ
、
窓
の
位
置
や
大
き
さ
な
ど
は
古
写
真

と
の
重
ね
合
わ
せ
を
も
と
に
決
定
し
た
。
た
だ
し
天
守
一
階
の
軒
の
出
は
史
料
�
の

発
掘
調
査
結
果
も
加
え
寸
法
を
求
め
た
。
天
守
内
部
の
間
取
り
は
史
料
�
の
絵
図
と

史
料
�
の
天
守
雛
形
を
も
と
に
復
元
し
た
。
階
段
は
天
守
雛
形
の
痕
跡
か
ら
復
元
し

た
。
内
部
の
造
作
、
仕
上
げ
は
、
大
洲
城
天
守
の
創
建
時
期
に
近
い
他
の
城
郭
の
天

守
の
事
例
や
宇
和
島
城
、
松
山
城
な
ど
近
隣
の
城
郭
の
事
例
を
も
と
に
復
元
し
た
。

既
存
の
重
文
櫓
に
つ
い
て
は
創
建
時
期
が
異
な
る
た
め
参
考
程
度
に
留
め
た
。

天
守
は
外
観
四
層
で
、
各
層
が
順
次
逓
減
す
る
形
で
あ
る
。
屋
根
は
各
層
と
も
本

瓦
葺
き
で
一
層
か
ら
三
層
ま
で
は
葺
き
下
ろ
し
屋
根
で
四
層
の
み
入
母
屋
屋
根
で
あ

る
。一

層
目
は
他
の
層
と
比
べ
背
が
高
く
、
下
見
板
張
り
部
分
が
窓
よ
り
高
い
位
置
ま

で
占
め
る
。
下
見
板
の
高
さ
は
古
写
真
よ
り
求
め
た
。
天
守
一
階
北
面
に
は
格
子
窓

が
一
間
ご
と
に
六
つ
あ
る
。
格
子
窓
は
写
真
か
ら
柱
間
の
中
央
に
あ
り
、
他
に
余
り

例
を
見
な
い
。
し
か
し
、
内
部
か
ら
見
た
と
き
の
引
分
け
の
窓
の
例
は
大
洲
城
の
他

の
櫓
（
高
欄
櫓
、
苧
綿
櫓
、
南
隅
櫓
）
も
含
め
い
く
つ
か
の
例
が
あ
り
そ
の
点
で
は

特
殊
と
は
い
え
な
い
。
二
階
の
窓
が
火
灯
窓
で
引
き
分
け
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と

一
階
と
二
階
の
窓
の
位
置
を
合
わ
せ
る
た
め
に
柱
間
中
央
に
開
口
部
を
設
け
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
基
本
設
計
で
は
、
窓
を
柱
に
片
寄
せ
に
し
た
配
置
と
し
た
た
め
に
写

真
と
明
ら
か
に
異
な
っ
て
お
り
、
実
施
設
計
に
お
い
て
窓
の
配
置
を
改
め
た
。
ま
た
、

格
子
に
つ
い
て
も
漆
喰
塗
籠
め
と
し
て
い
た
が
、
古
写
真
上
で
白
く
写
っ
て
い
る
の

は
内
側
の
土
戸
で
、
格
子
は
下
見
板
と
同
じ
く
木
製
で
あ
る
。
天
守
西
面
は
、
古
写

真
で
は
樹
木
に
隠
れ
て
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
四
層
の
外
観
が
同
じ
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
北
面
と
同
様
の
意
匠
と
考
え
ら
れ
る
。
本
丸
内
側
に
面
す
る
南
面

と
東
面
の
外
壁
は
、
写
真
か
ら
は
断
定
で
き
な
い
が
、
現
存
す
る
台
所
櫓
や
高
欄
櫓

と
同
様
に
全
面
漆
喰
塗
仕
上
げ
と
し
た
。
天
守
入
口
に
関
し
て
は
史
料
�
の
絵
図
と

史
料
�
の
天
守
雛
形
よ
り
北
東
端
と
南
西
端
に
あ
り
、
直
接
本
丸
か
ら
天
守
へ
入
る

入
口
は
な
か
っ
た
。
窓
に
つ
い
て
は
史
料
に
欠
け
る
が
、
防
御
を
考
慮
し
て
数
は
少

な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
各
面
に
一
箇
所
ず
つ
設
け
た
。
軒
裏
は
全
面
に
漆
喰
塗
籠
仕

上
げ
と
し
た
。

二
層
目
の
外
観
も
、
古
写
真
よ
り
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
一
層
屋
根
の
上
に
南
北

面
に
小
さ
な
千
鳥
破
風
が
二
箇
所
、
東
西
面
に
大
き
な
千
鳥
破
風
が
中
央
に
そ
れ
ぞ

れ
一
箇
所
あ
る
。
破
風
は
皆
懸
魚
を
除
き
全
面
漆
喰
塗
籠
仕
上
げ
で
あ
る
。
懸
魚
は

既
存
櫓
と
同
じ
く
木
製
で
黒
く
塗
装
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
六
葉
に
あ
た
る
部
分
は

白
く
塗
装
さ
れ
て
い
る
。
大
き
い
方
の
千
鳥
破
風
に
は
、
背
の
低
い
格
子
窓
が
付
い

て
お
り
、
内
部
が
破
風
の
間
と
な
っ
て
い
る
。
千
鳥
破
風
の
屋
根
は
本
瓦
葺
き
で
大

き
い
方
の
破
風
の
屋
根
に
は
降
棟
が
付
く
。
破
風
の
大
き
さ
は
古
写
真
か
ら
求
め
て

い
る
が
、
実
際
写
っ
て
い
る
の
は
カ
ビ
で
汚
れ
た
り
痛
ん
だ
り
し
た
破
風
の
姿
で
あ

り
、
実
施
設
計
に
当
た
っ
て
は
そ
の
点
も
考
慮
し
て
大
き
さ
を
求
め
た
。
壁
面
は
内

法
下
を
下
見
板
張
り
と
し
、
内
法
上
は
漆
喰
塗
仕
上
げ
と
す
る
。
窓
は
火
灯
窓
で
南

北
面
に
は
四
つ
、
千
鳥
破
風
を
挟
ん
で
並
ぶ
。
格
子
や
内
側
の
戸
は
一
階
の
窓
と
同

じ
で
あ
る
。
東
西
面
の
窓
も
、
写
真
か
ら
火
灯
窓
が
大
き
な
千
鳥
破
風
の
両
側
に
一

つ
ず
つ
付
く
。
軒
裏
は
全
面
漆
喰
塗
籠
仕
上
げ
で
あ
る
。

三
層
目
の
外
観
は
、
二
層
屋
根
の
上
に
南
北
面
の
中
央
に
大
き
な
千
鳥
破
風
が
一

つ
、
東
西
面
で
は
小
さ
な
千
鳥
破
風
が
二
つ
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
破
風
は
二
層
の
も

の
と
同
様
に
本
瓦
葺
き
に
漆
喰
塗
籠
仕
上
げ
で
、
大
き
な
破
風
に
は
背
の
低
い
格
子
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窓
が
付
く
。
壁
面
も
二
層
と
同
じ
く
内
法
下
を
下
見
板
張
り
と
し
、
内
法
上
を
漆
喰

塗
仕
上
げ
と
す
る
。
窓
は
、
南
北
面
は
小
さ
い
格
子
窓
が
千
鳥
破
風
の
両
側
に
一
つ

ず
つ
付
き
、
東
西
面
は
幅
一
間
の
横
長
の
格
子
窓
が
中
央
に
付
く
。
軒
裏
も
同
じ
く

漆
喰
塗
籠
仕
上
げ
と
な
る
。

四
層
目
の
外
観
は
、
三
層
屋
根
の
上
に
東
西
南
北
各
面
と
も
中
央
に
唐
破
風
を
据

え
る
。
唐
破
風
は
本
瓦
葺
き
で
、
破
風
板
以
下
は
兎
毛
通
し
を
除
い
て
み
な
漆
喰
塗

籠
仕
上
げ
で
あ
る
。
兎
毛
通
し
は
、
他
の
破
風
の
懸
魚
と
同
じ
く
木
製
で
黒
く
塗
装

さ
れ
て
い
る
。
中
央
の
蛇
の
目
の
み
白
く
塗
装
さ
れ
て
い
る
。
壁
面
は
下
の
層
と
同

じ
仕
上
げ
で
、
窓
は
各
面
と
も
小
さ
い
格
子
窓
が
唐
破
風
の
両
側
に
一
つ
ず
つ
付
く
。

軒
裏
は
下
の
層
と
同
じ
仕
上
げ
で
あ
る
。
四
層
屋
根
は
入
母
屋
屋
根
で
、
降
り
棟
と

隅
棟
を
置
き
、
大
棟
の
両
端
に
は
鯱
が
載
る
。
東
西
面
の
破
風
は
、
他
の
破
風
と
同

じ
仕
上
げ
で
あ
る
。
鯱
は
瓦
製
で
、
そ
の
大
き
さ
も
古
写
真
を
も
と
に
復
元
し
た
。

大
き
さ
は
天
守
の
規
模
を
考
え
る
と
小
ぶ
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
低
い
棟
瓦
と
同
様
、

天
守
を
実
際
よ
り
大
き
く
見
せ
る
た
め
の
工
夫
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
意
匠
は
大
洲
市

立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
寛
文
年
間
の
鯱
に
倣
っ
て
製
作
し
た
。

天
守
一
階
内
部
は
南
北
三
間
、
東
西
四
間
の
身
舎
の
周
り
に
巾
一
間
半
の
武
者
走

り
が
取
り
付
く
。
史
料
�
の
絵
図
か
ら
東
面
北
隅
に
は
、
多
聞
櫓
か
ら
の
幅
一
間
の

出
入
り
口
が
あ
り
、
南
面
西
隅
に
も
同
じ
く
幅
一
間
の
出
入
り
口
が
設
け
ら
れ
る
。

身
舎
の
中
央
北
寄
り
に
通
柱
の
中
心
柱
が
立
ち
、
そ
の
東
側
に
も
柱
が
一
本
立
つ
。

絵
図
に
は
身
舎
境
と
中
心
柱
か
ら
東
側
へ
線
が
引
か
れ
、
小
壁
の
存
在
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
史
料
�
天
守
雛
形
よ
り
中
心
柱
北
側
の
胴
差
し
や
二
階
の
床
梁
に
あ
る
欠

き
込
み
か
ら
階
段
の
取
り
付
き
位
置
が
推
定
出
来
る
。
さ
ら
に
身
舎
西
北
隅
の
柱
の

内
法
位
置
に
あ
る
釘
跡
か
ら
こ
の
位
置
に
横
架
材
が
取
り
付
き
、
踊
り
場
が
造
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
踊
り
場
か
ら
二
階
ま
で
の
階
段
の
幅
は
床
梁
の
痕
跡
か
ら

幅
二
間
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
四
階
の
床
梁
の
痕
跡
が
同
じ
く
材
の
端
か
ら
端
ま
で

あ
り
階
段
の
幅
を
示
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
階
段
の
幅
は
踊
り
場
ま
で
の
階

段
と
同
じ
と
し
た
。
創
建
時
期
か
ら
、
天
守
身
舎
は
畳
敷
き
の
可
能
性
が
あ
り
、
身

舎
境
に
は
敷
居
を
入
れ
、
内
法
に
は
鴨
居
と
長
押
を
入
れ
て
い
る
。
敷
居
と
鴨
居
に

は
建
具
が
入
る
よ
う
に
溝
を
切
っ
た
。
武
者
走
り
側
に
も
長
押
を
入
れ
た
。
北
面
と

西
面
に
面
す
る
外
壁
内
側
は
二
重
小
舞
と
し
、
間
に
瓦
礫
を
詰
め
た
太
鼓
壁
と
し
た
。

こ
れ
は
台
所
櫓
や
高
欄
櫓
と
同
様
に
、
城
外
か
ら
の
攻
撃
に
対
処
し
た
も
の
で
あ
る
。

窓
下
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
鉄
炮
狭
間
を
取
り
付
け
た
。
狭
間
は
、
天
守
下
の
曲
輪
が
射

程
圏
内
に
な
る
よ
う
角
度
を
調
整
し
た
。
そ
れ
以
外
の
壁
面
は
身
舎
境
の
小
壁
も
含

め
真
壁
と
し
た
。

天
守
二
階
は
南
北
三
間
、
東
西
四
間
の
身
舎
の
周
り
に
巾
六
尺
の
武
者
走
り
が
付

く
。
身
舎
の
中
央
北
寄
り
に
中
心
柱
が
立
ち
、
そ
の
東
側
と
南
側
に
柱
が
立
つ
。
身

舎
の
西
北
部
分
二
間
四
方
が
吹
き
抜
け
に
な
り
、
一
階
か
ら
の
階
段
が
取
り
付
く
。

三
階
へ
の
階
段
は
、
天
守
雛
形
の
三
階
の
床
梁
に
あ
る
痕
跡
か
ら
、
身
舎
東
端
に
位

置
す
る
。
東
面
と
西
面
の
中
央
に
は
巾
一
間
奥
行
一
間
の
破
風
の
間
が
張
り
出
す
。

こ
の
階
も
一
階
と
同
様
に
床
に
敷
居
を
入
れ
、
内
法
に
は
鴨
居
、
長
押
を
入
れ
る
。

武
者
走
り
も
同
様
に
長
押
を
入
れ
る
。
壁
の
仕
上
げ
は
す
べ
て
真
壁
と
す
る
。

天
守
三
階
内
部
は
一
室
で
構
成
さ
れ
、
中
央
北
寄
り
に
通
柱
の
中
心
柱
が
立
ち
、

そ
の
東
西
と
南
側
に
計
四
本
柱
が
立
つ
。
室
の
東
端
に
二
階
か
ら
の
階
段
が
取
り
付

き
、
四
階
へ
の
階
段
は
天
守
雛
形
の
痕
跡
よ
り
部
屋
中
央
西
寄
り
に
位
置
す
る
。
南

面
と
北
面
の
中
央
に
は
巾
一
間
奥
行
一
間
の
破
風
の
間
が
張
り
出
す
。
こ
の
階
は
史

料
�
の
天
守
雛
形
よ
り
、
他
の
階
と
異
な
り
柱
が
半
間
お
き
に
立
ち
並
び
、
内
部
の

雰
囲
気
が
ま
っ
た
く
異
な
る
。
部
屋
の
中
央
に
何
本
も
柱
が
立
つ
こ
と
か
ら
座
敷
的

要
素
は
皆
無
で
板
敷
き
の
部
屋
と
考
え
ら
れ
る
。
天
守
最
上
階
の
す
ぐ
下
の
階
で
も

あ
り
他
の
天
守
の
例
（
図
版
二
六
）
か
ら
、
納
戸
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
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あ
る
。
こ
の
た
め
こ
の
階
の
み
壁
仕
上
げ
を
板
張
り
と
し
た
。

天
守
四
階
内
部
は
一
室
で
、
中
央
北
寄
り
に
中
心
柱
一
本
だ
け
が
立
つ
。
室
中
央

西
寄
り
に
三
階
か
ら
の
階
段
が
取
り
付
く
。
座
敷
と
し
て
も
使
え
る
よ
う
に
床
上
に

畳
寄
せ
を
入
れ
内
法
に
は
長
押
を
入
れ
て
あ
る
。
内
壁
は
漆
喰
塗
り
の
真
壁
で
あ
る
。

天
井
は
史
料
�
よ
り
、
四
階
の
み
化
粧
屋
根
裏
を
天
井
代
わ
り
と
し
て
い
る
。

図
版
二
六

板
壁
の
例
（
高
知
城
天
守
）

図
版
二
七

階
段
痕
跡
図
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第
七
節

多
聞
櫓
に
つ
い
て

多
聞
櫓
の
復
元
に
対
し
て
は
、
史
料
�
と
�
の
絵
図
、
史
料
�
の
古
写
真
と
史
料

�
の
発
掘
調
査
を
も
と
に
復
元
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
史
料
�
の
既
存
の
重
要
文
化

財
の
櫓
も
重
要
視
し
た
。
こ
れ
は
多
聞
櫓
が
、
天
守
と
異
な
り
江
戸
時
代
末
に
、
台

所
櫓
や
高
欄
櫓
と
一
体
に
再
建
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

平
面
に
関
し
て
は
史
料
�
と
資
料
�
の
絵
図
よ
り
、
北
多
聞
櫓
も
西
多
聞
櫓
も
桁

行
五
間
に
梁
間
二
間
の
規
模
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
が
、
天
守
台
発
掘
調

査
に
伴
う
多
聞
櫓
の
発
掘
に
よ
っ
て
、
そ
の
事
実
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
北
多
聞
櫓
は

南
側
の
基
礎
石
も
同
時
に
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
台
所
櫓
に
残
る
貫
の
痕
跡
か
ら
多
聞

櫓
の
巾
が
六
尺
五
寸
の
二
間
巾
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
方
西
多
聞
櫓

は
表
層
が
削
ら
れ
て
お
り
、
明
確
な
遺
構
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
高
欄
櫓

の
痕
跡
と
取
替
え
ら
れ
た
旧
材
の
貫
穴
か
ら
、
西
多
聞
櫓
の
巾
は
六
尺
五
寸
の
二
間

巾
で
、
建
物
の
向
き
も
現
状
の
石
垣
の
向
き
と
ほ
ぼ
合
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

復
元
に
生
か
す
こ
と
が
出
来
た
。
桁
行
き
は
石
垣
の
実
測
図
か
ら
は
長
さ
五
間
ち
ょ

う
ど
に
な
ら
な
い
の
で
、
史
料
�
の
平
面
図
の
書
入
れ
は
柱
間
数
五
間
の
事
と
思
わ

れ
る
。
天
守
と
の
取
り
合
い
は
、
北
多
聞
櫓
が
北
面
の
柱
列
を
天
守
の
北
面
側
柱
列

に
揃
え
、
西
多
聞
櫓
は
東
面
の
柱
列
を
天
守
の
西
側
の
入
側
柱
列
に
合
せ
て
い
る
。

各
多
聞
櫓
と
も
史
料
�
の
絵
図
か
ら
、
桁
行
き
中
央
の
間
に
入
口
を
設
け
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

外
観
に
つ
い
て
は
『
元
禄
五
年
大
洲
城
絵
図
』
か
ら
、
当
初
は
北
の
多
聞
櫓
も
西

の
多
聞
櫓
も
内
法
下
は
下
見
板
張
り
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
復
元
時
期
を

幕
末
時
と
設
定
し
た
た
め
、
古
写
真
に
な
ら
い
北
多
聞
櫓
は
漆
喰
塗
仕
上
げ
に
内
法

下
は
下
見
板
張
と
し
、
西
多
聞
櫓
は
外
壁
全
面
と
も
漆
喰
塗
仕
上
げ
と
し
た
。
多
聞

櫓
の
窓
は
天
守
と
同
じ
く
格
子
や
窓
枠
は
木
で
黒
く
塗
ら
れ
て
お
り
、
内
側
に
土
戸

が
入
っ
て
い
た
。
各
多
聞
櫓
の
屋
根
は
本
瓦
葺
き
で
、
軒
裏
は
何
れ
も
漆
喰
塗
籠
仕

上
げ
で
あ
る
。

構
造
は
台
所
櫓
、
高
欄
櫓
に
残
る
痕
跡
か
ら
、
各
柱
間
ご
と
に
梁
間
方
向
に
梁
を

渡
し
、
梁
間
中
央
に
桁
行
方
向
の
梁
を
渡
し
た
架
構
と
し
た
。
石
垣
の
保
護
の
た
め
、

多
聞
櫓
の
基
礎
は
本
丸
側
の
み
と
し
た
。
こ
の
為
、
石
垣
側
の
柱
に
は
受
け
材
が
無

い
た
め
、
梁
間
方
向
に
も
土
台
を
入
れ
て
石
垣
へ
の
荷
重
を
逓
減
さ
せ
る
よ
う
に
工

夫
し
た
。

内
部
に
つ
い
て
は
、
史
料
�
の
絵
図
か
ら
内
部
板
敷
で
間
仕
切
り
の
な
い
一
室
と

し
た
。
内
壁
は
そ
れ
ぞ
れ
取
付
く
台
所
櫓
、
高
欄
櫓
に
し
た
が
い
城
外
側
を
太
鼓
壁

に
、
本
丸
側
は
真
壁
と
し
た
。
天
井
は
張
ら
ず
に
、
化
粧
軒
裏
を
そ
の
ま
ま
見
せ
る

仕
上
げ
と
し
た
。
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第
八
節

ま
と
め

以
上
の
結
果
、
復
元
さ
れ
る
天
守
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

外
観
四
層
。
内
部
四
階
。

一
階
は
梁
間
六
間
に
桁
行
七
間
。
長
さ
で
三
九
尺
に
四
五
・
五
尺
。

二
階
は
梁
間
五
間
に
桁
行
六
間
。
長
さ
で
三
一
・
五
尺
に
三
八
尺
。

三
階
は
梁
間
四
間
に
桁
行
五
間
。
長
さ
で
二
四
尺
に
三
○
・
五
尺
。

四
階
は
梁
間
三
間
に
桁
行
四
間
。
長
さ
で
一
七
・
五
尺
に
二
四
尺
。

石
垣
上
棟
ま
で
の
高
さ
六
三
・
二
尺
。

大
洲
城
天
守
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
規
模
に
比
べ
て
構
成
の
複
雑
さ
に
あ
る
。
四
層

の
「
四
」
が
死
を
連
想
さ
せ
忌
み
嫌
わ
れ
て
い
た
と
す
る
の
は
後
世
の
俗
説
に
過
ぎ

な
い
が
、
四
層
の
天
守
自
体
そ
の
数
は
少
な
い
。
さ
ら
に
各
層
に
千
鳥
破
風
を
多
く

配
置
し
た
外
観
も
特
筆
に
値
す
る
。
構
成
と
し
て
は
五
層
の
大
型
天
守
と
同
一
で
あ

り
、
大
洲
藩
の
石
高
か
ら
は
分
に
す
ぎ
た
大
き
さ
で
あ
る
。
意
匠
的
に
は
二
階
に
連

続
し
て
あ
る
火
灯
窓
の
存
在
も
珍
し
い
。
火
灯
窓
は
中
世
に
中
国
の
建
築
意
匠
の
一

部
と
し
て
わ
が
国
に
伝
わ
り
、
禅
宗
様
と
し
て
寺
院
に
限
ら
ず
広
く
使
用
さ
れ
た
開

口
部
の
意
匠
で
あ
る
。
天
守
最
上
層
な
ど
で
は
良
く
使
わ
れ
る
意
匠
だ
が
二
階
に
の

み
集
中
し
て
配
さ
れ
た
例
は
現
存
す
る
天
守
で
は
な
い
。

天
守
内
部
に
つ
い
て
は
通
柱
と
し
て
の
中
心
柱
の
存
在
が
あ
る
。
天
守
内
に
象
徴

的
に
長
い
通
柱
を
使
う
例
は
安
土
城
天
守
に
始
ま
り
有
名
な
姫
路
城
天
守
な
ど
幾
つ

か
の
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
全
体
か
ら
み
る
と
使
用
し
た
天
守
は
少
な
く
限
ら
れ
て

い
る
。
し
か
も
、
大
洲
城
の
場
合
は
中
心
か
ら
半
間
ず
れ
て
お
り
、
よ
り
特
殊
な
構

造
で
あ
る
。
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